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優秀演題                                                

優優秀秀演演題題                     11 月 23 日 【第 3 会場】 14:30～16:00 

座長：松本 重清（大分大学医学部麻酔科学講座） 
北川 裕利（滋賀医科大学麻酔科学講座） 

Y-1 胸胸骨骨圧圧迫迫でで生生じじるる循循環環ととはは？？～～造造影影 CCTT でで見見ええたた順順行行性性血血流流とと逆逆行行性性血血流流～～  
〇小山 泰明 1)、藤澤 薫 1)、海老原 賢治 1)、遠藤 有理 1)、本木 麻衣子 1)、新井 達也 1) 
高橋 雄治 1)、橋本 英樹 1) 
1)日立総合病院 救急集中治療科 

Y-2 自自然然水水域域でで発発生生ししたた溺溺水水心心停停止止にに対対すするるババイイススタタンンダダーーにによよるる心心肺肺蘇蘇生生のの種種別別とと予予後後のの関関連連  
〇阿部 和 1)、木村 龍 1)、中川 洸志 2)、喜熨斗 智也 1)、田中 秀治 1) 

1)国士舘大学大学院救急システム研究科 
2)中央大学理工学部人間総合学科 

Y-3 胸胸骨骨圧圧迫迫ののテテンンポポがが圧圧迫迫のの質質にに与与ええるる影影響響  --高高齢齢者者をを対対象象ととししたた検検討討--  
〇片山 直広 1,2)、関根 和弘 2,3) 

1)湖南広域消防局 
2)京都橘大学大学院 健康科学研究科 
3)京都橘大学 救急救命学科 

Y-4 院院外外心心停停止止症症例例ににおおけけるるアアドドレレナナリリンン投投与与タタイイミミンンググおおよよびび回回数数とと生生命命予予後後のの関関連連：：  
地地域域多多施施設設デデーータタをを用用いいたた後後方方視視的的観観察察研研究究  
〇宮崎 寛典 1) 

1)知多中部広域事務組合消防本部 

Y-5 交交通通事事故故にによよるる心心停停止止患患者者のの地地域域間間生生存存予予後後のの比比較較とと予予後後関関連連因因子子のの解解明明    
－－全全国国規規模模のの観観察察研研究究にに基基づづくく地地域域医医療療体体制制のの課課題題とと展展望望－－  
〇堀 英治 1)、安達 哲浩 2)、外山 元 1,2)、大松 健太郎 1,2)、竹井 豊 1,2) 

1)新潟医療福祉大学大学院 医療福祉研究科 保健学専攻 救急救命学分野 
2)新潟医療福祉大学 医療技術学部 救急救命学科 

Y-6 致致死死的的不不整整脈脈予予測測因因子子ととししててのの心心筋筋再再分分極極のの評評価価ににつついいてて  
〇高薄 敏史 1)、小松崎 誠 2)、山下 雄介 2)、知野 諭 2)、江田 梢 2)、山口 重樹 2) 

1)東京医科大学 麻酔科学分野 
2)獨協医科大学麻酔科学講座 

 

一般演題                                           

一一次次救救命命処処置置  11                  11 月 22 日 【第４会場】 09:00～09:50      

座長：五十嵐 寛（浜松医科大学医学部臨床医学教育学教室） 
コメンテーター：五十嵐 孝（自治医科大学麻酔科） 

O1-1 高高齢齢者者介介護護施施設設ににおおけけるる心心停停止止前前のの緊緊急急通通報報とと生生存存率率 
〇外山 元 1)、竹井 豊 1)、渡辺 洋子 2)、大松 健太郎 1) 

1)新潟医療福祉大学 医療技術学部 救急救命学科 
2)新潟医療福祉大学 心理・福祉学部 社会福祉学科 
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O1-2 都都道道府府県県のの市市民民にによよるる除除細細動動実実施施件件数数とと社社会会的的要要因因のの関関連連  
〇遠藤 匠真 1)、匂坂 量 1,2)、中川 洸志 3) 

1)国士舘大学大学院救急システム研究科 
2)国士舘大学防災・救急救助総合研究所 
3)中央大学理工学部部人間総合理工学科 

O1-3 PPEEMMEECC 時時代代にに PPCCEECCをを再再考考すするる～～PPCCEECC フファァシシリリテテーータタかかららのの意意見見～～ 
〇佐藤 圭路 1)、藤浪 好寿 1)、切田 学 1)、佐伯 晋佑 2)、松岡 晃弘 2)、小谷 和秀 3) 
松村 敬則 4)、有嶋 拓郎 5) 
1)加古川中央市民病院 救急科 
2)福山地区消防組合 
3)井原地区消防組合 
4)倉敷芸術科学大学 
5)岡山赤十字病院 救急科 

O1-4 非非医医療療従従事事者者レレススポポンンダダーー((NNMMRR))にによよるるババッッググ・・ババルルブブ・・ママススクク((BBVVMM))使使用用のの推推奨奨  
〇大川 昂征 1)、北川 千翔 2) 

1)神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 
2)上智大学 文学部 英文学科 

O1-5 レレーールルダダルルののポポケケッットトママススククととヤヤママハハピピアアニニカカのの演演奏奏用用パパイイププががパパーーフフェェククトトフフィィッットト！！  
小小児児のの一一次次救救命命処処置置ににおおけけるる実実用用性性のの検検討討  
〇愛波 淳子 1,2) 

1)JCHO 船橋中央病院麻酔科 
2)NPO法人ちば救命・AED普及研究会 

 

蘇蘇生生教教育育  11                    11 月 22 日 【第４会場】 10:00～10:50                

座長：木村 嘉之（獨協医科大学麻酔科学講座） 
コメンテーター：今泉 うの（神奈川歯科大学歯学部麻酔科学講座歯科麻酔学分野） 

O2-1 RRRRSS 起起動動要要素素研研修修ココーーススのの紹紹介介 
〇鹿瀬 陽一 1)、武田 聡 2) 

1)東京慈恵会医科大学付属柏病院麻酔部 
2)東京慈恵会医科大学附属病院救急部 

O2-2 シシチチュュエエーーシショョンンベベーーススドド・・シシミミュュレレーーシショョンントトレレーーニニンンググにによよるる蘇蘇生生教教育育のの導導入入とと今今後後のの課課題題  
〇西川 佳友 1) 

1)トヨタ記念病院 救急科 

O2-3 多多職職種種連連携携にによよるるMMRRII室室内内でで患患者者急急変変時時のの対対応応とと今今後後のの課課題題 
〇岸田 全人 1)、遠山 笑里 1)、小室 奈央 1)、飯島 甫 1)、片山 久瑠 1)、佐々木 光風 1)、松谷 将平 1) 
大谷 義孝 1)、加地 正人 1) 
1)埼玉医科大学国際医療センター 

O2-4 歯歯学学部部カカリリキキュュララムムへへのの AAHHAA--BBLLSS ココーースス導導入入 44 年年目目のの概概要要  
〇安部 将太 1)、山崎 信也 1)、五十嵐 淳美 1)、大山 由人 1)、佐藤 光 1)、吉田 健司 1)、川合 宏仁 1) 

1)奥羽大学歯学部附属病院 歯科麻酔科 

O2-5 BBLLSS にに関関すするる浜浜浦浦祭祭ででのの活活動動前前後後のの感感想想とと意意識識のの変変化化――日日本本歯歯科科大大学学新新潟潟生生命命歯歯学学部部  麻麻酔酔学学ググ  
ルルンンドドのの活活動動ににつついいてて――  
〇奈佐 明香 1)、小林 楓季 1)、藤島 聡之介 1)、浅川  明璃 1)、貝沼 花音 1)、高橋 靖之 2) 
井口 麻美 3)、大橋 誠 3) 
1)日本歯科大学新潟生命歯学部 
2)日本歯科大学新潟病院 歯科麻酔・全身管理科 
3)日本歯科大学新潟生命歯学部 歯科麻酔学講座 
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臨臨床床症症例例  11                    11 月 22 日 【第４会場】 11 00～12:00                

座長：齋藤 朋之（獨協医科大学埼玉医療センター麻酔科） 
コメンテーター：井上 莊一郎（聖マリアンナ医科大学病院麻酔科） 

O3-1 正正中中切切開開開開心心術術後後にに肋肋間間動動脈脈かからら大大量量出出血血ををききたたししたた 11 例例  
〇野口 智子 1)、斎藤 淳一 2) 

1)弘前大学医学部付属病院麻酔科・集中治療科 
2)弘前大学大学院医学研究科麻酔科学講座 

O3-2 胸胸腔腔鏡鏡下下右右肺肺下下葉葉切切除除後後、、病病棟棟帰帰室室直直後後にに予予期期せせぬぬ心心停停止止をを来来ししたた一一症症例例  
〇恒吉 雅美 1)、栗田 健司 1)、平澤 由理 1)、鳴海 進悟 1)、林 菜々子 1)、合谷木 徹 1) 

1)東京医科大学 麻酔科学分野 

O3-3 同同様様のの原原因因がが疑疑わわれれたた心心肺肺停停止止とと重重篤篤ななシショョッッククのの 22 症症例例  
〇五十嵐 淳美 1)、大山 由人 1)、佐藤  光 1)、安部 将太 1)、吉田 健司 1) 
山崎 信也 1)、川合 宏仁 1) 

1)奥羽大学歯学部附属病院 歯科麻酔科 
 

O3-4 泌泌尿尿器器科科手手術術中中にに VVff ととななっったた JJ 波波症症候候群群のの 11 例例  
〇平山 敬浩 1) 

1)京都山城総合医療センター 麻酔科・救急部 

O3-5 全全身身麻麻酔酔導導入入時時ににアアナナフフィィララキキシシーーシショョッッククかからら心心室室細細動動ととななりり KKoouunniiss 症症候候群群のの関関与与がが  
疑疑わわれれたた症症例例  
〇内海 潤 1)、大植 学 1) 

1)大阪赤十字病院 

O3-6 末末梢梢神神経経ブブロロッックク施施行行直直後後のの血血圧圧低低下下のの原原因因ががククロロルルヘヘキキシシジジンンググルルココンン酸酸塩塩にによよるる体体表表消消毒毒でで  
ああっったたとと考考ええらられれたた一一症症例例  
〇大畠 博人 1) 

1)岐阜市民病院 麻酔科 

 

ププレレホホススピピタタルルケケアア                11 月 22 日 【第４会場】 13:30～14:50                

座長：沼田 祐貴（獨協医科大学麻酔科学講座） 
コメンテーター：木村 哲（秋田大学医学部附属病院麻酔科・医療安全管理部） 

O4-1 除除細細動動用用電電極極パパッッドド貼貼付付位位置置がが経経皮皮ペペーーシシンンググにに及及ぼぼししたた影影響響のの一一例例研研究究 
〇小室 奈央 1)、岸田 全人 1)、遠山 笑里 1)、飯島 甫 1)、片山 久瑠 1)、佐々木 光風 1)、松谷 将平 1) 
市川 実里 1)、大谷 義孝 1)、加地 正人 1)  

1)埼玉医科大学国際医療センター 

O4-2 機機械械的的心心肺肺蘇蘇生生法法ののタタイイミミンンググがが救救急急救救命命士士のの末末梢梢静静脈脈路路確確保保成成功功率率にに与与ええるる影影響響：：地地方方消消防防機機関関  
ににおおけけるる多多施施設設後後ろろ向向ききココホホーートト研研究究  
〇鵜澤 佑 1)、大野 雄康 1)、杉山 隼 1)、米田 龍平 1)、高山 和之 1)、中西 信人 1)、中村 謙介 1) 
大島 拓 1)、落合 秀信 2)、小谷 穣治 1) 
1)神戸大学大学院 医学研究科 外科系講座 災害・救急医学分野 
2)宮崎大学 医学部 病態解析医学講座 救急・災害医学分野 
 
 
 
 

O4-3 自自動動胸胸骨骨圧圧迫迫装装置置のの装装着着がが救救急急救救命命士士のの末末梢梢静静脈脈路路確確保保にに与与ええるる影影響響：：地地方方消消防防機機関関ににおおけけるる多多施施  
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設設後後ろろ向向ききココホホーートト研研究究 
〇鵜澤 佑 1)、大野 雄康 1)、杉山 隼 1)、米田 龍平 1)、高山 和之 1)、中西 信人 1)、中村 謙介 1) 
大島 拓 1)、落合 秀信 2)、小谷 穣治 1) 
1)神戸大学大学院 医学研究科 外科系講座 災害・救急医学分野 
2)宮崎大学 医学部 病態解析医学講座 救急・災害医学分野 

O4-4 救救急急搬搬送送さされれたた自自損損行行為為症症例例ににおおけけるる重重症症度度関関連連因因子子のの探探索索的的分分析析 
〇守岡 大吾 1)、村上 龍 2)、匂坂 量 3,4)、中川 洸志 5)、木村 龍 3)、田中 秀治 3,4) 

1)明治国際医療大学 保健医療学部 救急救命学科 
2)千葉科学大学 危機管理学部 保健医療学科 
3)国士舘大学大学院 救急システム研究科 
4)国士舘大学 防災・救急救助総合研究所 
5)中央大学 理工学部 人間総合理工学科 

O4-5 病病院院外外心心停停止止ににおおけけるるアアドドレレナナリリンン投投与与時時間間にに総総務務省省消消防防庁庁通通知知がが与与ええるる影影響響：：分分割割時時系系列列解解析析 
〇中川 洸志 1)、木村 龍 2)、匂坂 量 2,3)、守岡 大吾 4)、田中 秀治 2,3) 

1)中央大学 理工学部 人間総合理工学科 
2)国士舘大学大学院 救急システム研究科 
3)国士舘大学 防災・救急救助総合研究所 
4)明治国際医療大学 保健医療学部 救急救命学科 

O4-6 当当院院ににおおけけるる救救急急医医療療情情報報シシスステテムム「「NNSSEERR  mmoobbiillee」」のの導導入入効効果果とと課課題題 
〇山内 早紀 1)、藤崎  隆志 1) 

1)小倉記念病院 看護部 
 

O4-7         演演題題取取りり下下げげ  
 

O4-8 救救急急医医のの常常駐駐化化がが救救急急救救命命士士のの特特定定行行為為にに与与ええるる影影響響 
〇鵜澤 佑 1)、小谷 穣治 1)、川畑 樹也 2)、徳永 洋幸 2)、田上 博 2)、上田 芳文 2)、遠藤 穣治 3) 
坪内 斉志 4)、落合 秀信 5) 

1)神戸大学大学院 医学研究科 外科系講座 災害・救急医学分野 
2)西諸広域行政事務組合消防本部 
3)小林市立病院 救急科・総合診療科 
4)小林市立病院 消化器外科・腫瘍外科 
5)宮崎大学 医学部 病態解析医学講座 救急・災害医学分野 

 

臨臨床床症症例例  22                    11 月 23 日 【第４会場】 09:00～09:50                

座長：人見 俊一（獨協医科大学麻酔科学講座） 
コメンテーター：小澤 章子（国立病院機構静岡医療センター 麻酔科・集中治療部） 

O5-1 神神経経性性食食思思不不振振症症のの低低 PP 血血症症がが誘誘発発ししたた致致死死性性不不整整脈脈にに対対しし早早期期 PP 補補正正がが有有効効ででああっったた一一例例 
〇松本 知己 1)、若松 弘也 2)、山本 花奈子 2)、棟久 槙凛子 2)、福本 剛之 2)、角 千恵子 2) 
田村 尚 2) 

1)山口県立総合医療センター へき地医療支援センター 
2)同院 麻酔科 

O5-2 生生体体肝肝移移植植後後のの肝肝動動脈脈破破裂裂にによよりり心心停停止止をを来来ししたた症症例例 
〇福田 高大 1)、川崎 高志 1)、平田 直之 1) 

1)熊本大学病院 麻酔科 

O5-3 敗敗血血症症をを合合併併ししたた小小児児のの心心停停止止死死亡亡症症例例 
〇石田 和慶 1) 

1)独立行政法人地域医療機能推進機構 徳山中央病院麻酔科 

O5-4 MM11UUKK 系系統統株株にによよるる劇劇症症分分娩娩型型溶溶血血性性レレンンササ球球菌菌感感染染症症のの１１救救命命例例 
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〇村上 駿一 1)、松本 聡 1)、森岡 智之 1)、丸花 翔一朗 1)、山下 敦生 1) 
1)山口大学医学部附属病院 集中治療部 

O5-5 大大腿腿骨骨頚頚部部骨骨折折ししたた高高齢齢者者にに急急激激なな低低ナナトトリリウウムム血血症症をを認認めめ、、副副腎腎ククリリーーゼゼとと診診断断さされれたた一一症症例例 
〇岩本 津和 1)、森 厚槇 1)、石川 明子 1)、花崎 元彦 1)、石川 慎一 1)、武田 吉正 1) 

1)東邦大学 医療センター 大森病院 麻酔科 
 

研研究究                       11 月 23 日 【第４会場】 10:00～10:50                

座長：藤井 宏一（獨協医科大学日光医療センター麻酔科） 
コメンテーター：山下 敦生（山口大学医学部附属病院 麻酔科蘇生科） 

O6-1 気気管管挿挿管管ににおおいいてて BBUURRPP 手手技技施施行行部部位位のの比比較較検検討討～～甲甲状状軟軟骨骨とと輪輪状状軟軟骨骨～～ 
〇岩本 津和 1)、石川 明子 1)、森 厚槇 1)、花崎 元彦 1)、石川 慎一 1)、武田 吉正 1) 

1)東邦大学 医療センター 大森病院 麻酔科 

O6-2 敗敗血血症症患患者者ににおおけけるる sseerruumm  nneeuurroonn  ssppeecciiffiicc  eennoollaassee のの意意義義とと炎炎症症ババイイオオママーーカカーーととのの関関連連性性 
〇井口 梅文 1)、櫻井 淳 1)、中川 勝寛 1)、細川 透 1)、桑名 司 1)、伊原 慎吾 1) 
甲斐 安祥 1)、山口 順子 1)、木下 浩作 1) 
1)日本大学 医学部 救急医学系 救急集中治療医学分野 

O6-3 DDIICC をを伴伴うう PPCCAASS 患患者者のの予予後後とと評評価価方方法法  
〇土田 拓見 1) 

1)北海道大学病院 救命救急センター 

O6-4 くくもも膜膜下下出出血血後後ククララゾゾセセンンタタンン使使用用にに伴伴うう体体液液貯貯留留予予防防：：血血行行動動態態モモニニタタリリンンググをを用用いいたた急急性性期期  
蘇蘇生生ププロロトトココルル  
〇細川 透 1)、前田 自然 1)、櫻井 淳 1)、山口 順子 1)、木下 浩作 1) 

1)日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野 

O6-5 ママググネネシシウウムムははググルルタタミミンン酸酸にによよるる神神経経傷傷害害かからら呼呼吸吸中中枢枢をを保保護護ししなないい  
〇野村 和史 1,2) 

1)札幌医科大学医学部総合診療医学講座 
2)札幌医科大学医学部救急医学講座 

 

臨臨床床症症例例  33                    11 月 23 日 【第４会場】 10:50～12:00                

座長：高橋 良享（獨協医科大学麻酔科学講座） 
コメンテーター：伊藤 健二（東海大学麻酔科） 

O7-1 閉閉塞塞性性睡睡眠眠時時無無呼呼吸吸症症候候群群をを認認めめるる小小児児のの麻麻酔酔導導入入時時にに高高流流量量酸酸素素鼻鼻カカニニュュララをを用用いいたた症症例例  
〇山元 英世 1)、服部 美咲 1)、藤田 太輔 1)、平木 照之 1) 

1)久留米大学医学部麻酔学講座 

O7-2 高高度度肥肥満満患患者者ののUUnniivveerrssaall  SSttyylleett  BBoouuggiiee™™のの使使用用ししたた気気管管挿挿管管  
〇山口 重樹 1）、寺島 哲二 1)、阿久津 和也 1)、森 純一郎 1)、坂口 実希 1) 

1)獨協医科大学麻酔科学講座 

O7-3 IICCUU 気気管管切切開開患患者者にに対対すするる AACCVV（（aabboovvee  ccuuffff  vvooccaalliizzaattiioonn））のの有有用用性性  
〇牟田 隆則 1)、江田  陽一 1)、濱  義明 1) 

1)福岡徳洲会病院 救急・集中治療センター 

O7-4 当当院院でで施施行行ししたた声声門門閉閉鎖鎖術術 2288 例例のの検検討討  
〇小田原 一哉 1) 

1)一般財団法人 永頼会 松山市民病院 救急科 
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O7-5 顎顎矯矯正正術術後後ににおおけけるる気気管管チチュューーブブ完完全全閉閉塞塞のの 11 例例  
〇大山 由人 1)、五十嵐 淳美 1)、佐藤 光 1)、安部 将太 1)、吉田 健司 1)、山崎 信也 1)、川合 宏仁 1) 

1)奥羽大学歯学部附属病院 歯科麻酔科 

O7-6 腹腹腔腔鏡鏡下下人人工工肛肛門門造造設設術術のの胸胸部部硬硬膜膜外外麻麻酔酔ににおおいいててホホルルネネルル症症候候群群をを来来ししたた一一例例  
〇岩本 津和 1)、森 厚槇 1)、石川 明子 1)、花崎 元彦 1)、石川 慎一 1)、武田 吉正 1) 

1)東邦大学 医療センター 大森病院 麻酔科 

O7-7 血血小小板板第第 44 因因子子‐‐ヘヘパパリリンン複複合合体体抗抗体体（（HHIITT抗抗体体））陰陰性性をを示示ししたた血血小小板板減減少少症症患患者者のの舌舌悪悪性性腫腫瘍瘍切切  
除除術術のの周周術術期期管管理理のの一一例例  
〇尾崎 貴子 1)、伊藤 健二 1)、山崎 花衣 1)、鈴木 武志 1) 

1)東海大学医学部付属病院 外科学系麻酔科 
 

蘇蘇生生教教育育  22                    11 月 23 日 【第４会場】 13:30～14:30                

座長：山下 雄介（獨協医科大学麻酔科学講座） 
コメンテーター：楠 真二（県立広島病院 救命救急センター） 

O8-1 小小学学校校ににおおいいてて保保護護者者にに対対ししてて行行っったた心心肺肺蘇蘇生生法法のの普普及及活活動動  
〇吉田 健司 1)、佐藤 光 1)、安部 将太 1)、川合 宏仁 1)、山崎 信也 1) 

1)奥羽大学 歯学部附属病院 歯科麻酔科 

O8-2 中中学学生生をを対対象象ととししたた一一次次救救命命処処置置・・応応急急手手当当講講習習会会のの実実践践とと効効果果  
〇清水 美砂子 1)、足助 和真 1)、遠山 笑里 2)、高平 修二 1) 

1)埼玉医科大学病院 2)埼玉医科大学国際医療センター 

O8-3 高高校校生生のの胸胸骨骨圧圧迫迫ススキキルルににおおけけるる講講習習受受講講歴歴とと性性別別がが与与ええるる影影響響－－性性差差にに応応じじたた教教育育法法のの可可能能－－  
〇高橋 涼華 1)、田畑 龍正 1)、鈴木 健介 1,2) 

1)日本体育大学大学院 保健医療学研究科 2)日本体育大学 保健医療学部 救急医療学科 

O8-4 AA 大大学学医医学学部部 11 年年生生とと 44年年生生のの心心肺肺蘇蘇生生法法トトレレーーニニンンググ前前後後のの胸胸骨骨圧圧迫迫比比較較  
〇川原 千香子 1)、金子 一郎 1) 

1)帝京大学 シミュレーション教育研究センター 

O8-5 医医学学部部 11年年生生にに対対すするる心心肺肺蘇蘇生生法法実実習習ににおおいいてて、、「「救救助助者者にに発発生生ししううるる心心的的外外傷傷」」にに関関すするる説説明明はは  
実実習習直直後後のの意意欲欲をを低低下下ささせせなないい。。  
〇相澤 純 1)、高田 亮 1)、松村 翼 1)、伊藤 智範 1)) 

1)岩手医科大学 医学部 医学教育学講座 

O8-6 新新規規採採用用のの養養護護教教諭諭にに対対すするる一一次次救救命命処処置置講講習習おおよよびび外外傷傷初初期期対対応応講講習習のの開開催催とと今今後後のの検検討討  
〇遠山 笑里 1)、岸田 全人 1)、小室 奈央 1)、清水 美砂子 2)、足助 和真 2)、高平 修二 2)、加地 正人 1 

1)埼玉医科大学国際医療センター 救命救急科 2)埼玉医科大学病院 救急科 

 

一一次次救救命命処処置置  22                  11 月 23 日 【第４会場】 14:40～15:30                

座長：小松崎 誠（獨協医科大学麻酔科学講座） 
コメンテーター：大畠 博人（岐阜市民病院麻酔科・集中治療部） 

O9-1 胸胸骨骨圧圧迫迫時時のの救救助助者者視視線線のの特特徴徴ととそそのの臨臨床床教教育育へへのの示示唆唆  
〇大和田 均 1)、山田 康晴 2)、富田 泰成 3) 

1)京都橘大学 健康科学部 救急救命学科 
2)鈴鹿医療科学大学 医用工学部 臨床工学科 
3)鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 救急救命学科 
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O9-2 ババイイススタタンンダダーーにによよるる心心肺肺蘇蘇生生実実施施へへのの影影響響要要因因のの検検討討：：実実体体験験をを有有すするる一一般般市市民民へへののイインンタタ  
ビビュューー調調査査かからら得得らられれたた質質的的内内容容分分析析  
〇玉井 勇一 1,2)、玉井 勇一 1,2)、池崎 澄江 1) 

1)千葉大学大学院 看護学研究院 看護学研究科 
2)NPO法人ちば救命・AED普及研究会 

O9-3 ババイイススタタンンダダーーのの種種別別にによよるる病病院院外外心心停停止止のの蘇蘇生生実実施施率率のの差差・・・・・・患患者者のの性性・・年年齢齢層層ととのの関関連連  
〇福井 建皓 1)、守岡 大吾 1)、村上 龍 2)、平出 敦 1) 

1)明治国際医療大学保 保健医療学部 救急救命学科 
2)千葉科学大学 危機管理学部 保健医療学科 

O9-4 教教員員・・医医療療従従事事者者向向けけ HHaannddss  oonnllyy  CCPPRR&&AAEEDD 講講習習会会のの有有用用性性のの検検討討－－オオーートトシショョッックク AAEEDD のの  
問問題題点点もも含含めめ－－  
〇藤田 尚宏 1,2)、甘利 香織 1,2)、伊東 正広 2) 

1)佐賀県医療センター好生館 総合教育研修センター 
2)佐賀県医療センター好生館 NPO 法人好生館トレーニングサイト 

O9-5 心心停停止止現現場場ででのの「「傍傍観観」」とといいうう経経験験－－救救助助をを行行わわななかかっったた人人々々のの語語りり－－  
〇武藤 好美 1)、匂坂 量 1,2)) 

1)国士舘大学大学院 救急システム研究科 
2)国士舘大学防災・救急救助総合研究所 
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